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【要　旨】本研究は、戦後山形県の教育・文化運動の中心を担った須藤克三の、これまで明らかにされてこ
なかった戦前期の教育活動に焦点をあてるものである。本稿では、彼の「語ること」の教育実践を取り上げ、
それによって一人の教師が子どもへのまなざしをどのように変化させていったのか明らかにした。
分析の結果、以下のことが明らかとなった。須藤が教員生活を過ごした1920年代は、大戦後の産業資本主
義の発展とともない、都市部を中心に新中間層という新たな社会階層が誕生した時代であった。日本におい
ては、この新中間層の形成が、P．アリエスが指摘したような近代における「子ども」の誕生のきっかけとな
り、また子どもそれ自体がもつ価値である「童心」の発見が、大正期以降、児童文化運動や児童中心主義の
教育を発展させていった。
須藤が教師として成長していく過程は、この浪漫主義的な子ども観の広がりとその行き詰まり、子どもの
「生活」の発見という自由主義教育の深化の方向性と軌を一にしていた。ゆえにそこには、当時の教師が子
どもと接する中でどのような悩みを抱え、自身の実践を深めていったのか、その実際の姿が示されていた。
また、須藤にとって童話の創作は、そうした未知の存在である子どもたちへ感情移入する一つの方法だった。
彼は子どもの異文化性にふれ、それによって生まれた童話を実際に語り現実の子どもたちに喜びを与えるこ
とで、その心に寄り添おうとした。つまり、「語ること」の活動が目指したのは、上下関係ではなく、子ど
もと教師との「信頼」と「愛情」に基づく相互的な関係性において、子どもが想像力をはたらかせ、やがて
大人を乗り越えていく存在として成長発達することだった。そして、それによって「自由」で「公正」な社
会へと現実を組み替えていこうとしたところに、この時代の「語ること」の教育実践の役割が見出せた。
はじめに
本研究は、戦後山形県の教育・文化運動の中心を担った須藤克三の、これまで明らかにされて
こなかった戦前期の教育活動に焦点をあてるものである。須藤についてのまとまった先行研究に
は、児童文化運動に関する取り組みを中心にあつかった土田茂範編著『海図のない航路』１、鈴
木実著『やまがた児童文学の系譜』２がある。また、戦後の青年団や婦人会、生活記録運動など地
域の諸運動を総合的に検証した論考として、北河賢三「須藤克三と戦後山形の教育文化運動」３が
ある。だが、彼の戦前の活動に関する研究は戦後に比べ圧倒的に少なく、戦前から戦後へと続く
その全体像はみえにくい。
ところで、須藤が学生時代を過ごし、教師となった1920年代前後は、大戦後の産業資本主義の
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発展とともない、都市部を中心に新中間層という新たな社会階層が誕生した時代である。そして、
日本においては、この新中間層の形成が、P．アリエスが指摘したような近代における「子ども」
の誕生のきっかけとなった。また当時、転換期の社会状況にともない学校教育が不全化すること
で、民間では校外教育の実践や児童文化運動などが活発となり、それが新たな教育観創出への動
きに結びついていった。このような新たな時代の胎動をふまえ、本稿は、須藤の戦前の活動のう
ち童話による教育、とくにお話を「語ること」と童話の創作の関係を検討する。これによって、
一人の教師が、子どもへのまなざしをどのように変化していったのか明らかにすることを課題と
する。
なお、昭和初期以降の児童文化運動は、生活綴方運動と結びつき発展してきたといわれる４。一
方、明治末期から大正期にかけて広がりをみせた巌谷小波らの口演童話は、その前史的な取り組
みとして一定の価値は認められるが、「上から与えるようなかたち」だったと評価されている５。 
ただ、大正期以降の口演童話活動の経過については、児童文学史の分野でわずかに研究対象とさ
れる以外、ほとんど扱われてこなかった６。そのため本研究には、口演童話など「語ること」の
教育活動が、1920年代の時代状況にどのように位置づけられるのか検討する意味もある。
本論の流れは、以下のとおりである。第一に、須藤克三の幼少期における家庭の文化的環境に
ついて述べる。第二に、1922年の山形師範学校の学生時代から宮内小学校での教員時代までを、
「語ること」の活動を中心に取り上げる。また第三に、1920年代当時の社会状況をふまえながら、
彼が童話の創作へ関心を向けていった経緯を説明する。さらに第四に、1929年から40年までの東
京の教員時代について、彼の目にとらえられた子どもの姿を分析し、そこから生まれた問題意識
について述べる。最後に、上記をふまえ、お話を「語ること」と童話の創作がどのように関係づ
けられ彼の教育活動が展開されたのか検討する。
１．「語ること」の教育の特徴：須藤の幼少期の経験を導きの糸として
（1）家庭の文化的環境について
須藤克三は、1906年、東置賜郡宮内町（現南陽市）において、父の多蔵と母のていの三男とし
て生まれた。父は郵便局の事務員として勤めるかたわら、わずかな田畑の小作を営んでいた。ま
た、母も町の製糸工場で昼夜働き、家計を補助していた。須藤はこの自身の生育環境について、
後年、貧しい家庭に育ったと語っている。
当時の郵便局員の給与は、内勤で６円から13円程度である。これは、同時期の小学校教員の平
均月俸が約16円、官立専門学校卒業者の初任給約30円と比較すると安いものだった７。その給与
で、両親と３人の子ども、祖母の６人家族が暮らしていたのである。母のわずかばかりの賃金の
支えがあったとはいえ、そこから一家の生活費や子どもたちの教育費を捻出したと考えると、彼
の言葉どおり、その暮らしむきは貧しかったといえよう。
彼の故郷の東置賜郡は、明治から昭和10年代まで、国内の輸出産業の要である製糸業がさかん
な地であった。そのため、当時の宮内町は、各地域から工場で働くためにやってきた寄留者によ
り活気に溢れていた。呉服屋や下駄屋、小間物屋など、通りには大小の商店が乱立し、そこをさ
まざまな人々が活発に行き交う。これが、須藤の育った宮内町の当時の様子である。こうした人
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の往来の盛んさが、この地の文化的土壌を豊かに形成したことは想像に難くないだろう。
父の多蔵は中でも、ホトトギス派の俳人として「流蔭」と号し、当時の宮内では町を代表する
文化人であった。父の雅号「流蔭」は、「悲惨小説」と呼ばれる社会派の小説家、広津柳浪の「柳」
と、後に『少年世界』（1895年創刊）の主筆をつとめた江見水蔭の「蔭」から命名したものである。
二人はともに、1885年に尾崎紅葉らによって結成された文学結社「硯友社」の同人であった。
実は、多蔵は幼くして実父が行方不明となり、16歳の時には結核で養父を亡くしている。その
ため、少年時代から生活は貧窮し、小学校までしか卒業できなかった。だが、須藤によれば、父
は誰から教えられたというわけでもなく、書を好くし、文学を愛し、俳句を作る文学青年であっ
たという。また、須藤の父親は小学校時代の学友で帝国大学に進学した本間喜代松や、その友人
で後に日本大学の初代医学部長に就任した梅津小次郎、フランス文学者となった鈴木信太郎らと
交友していた。そして、彼らから高等学校や大学の教科書、参考書などの寄贈を受け、独学で諸
学問の研鑽を積んでいた。こうして苦労を重ねながらも、文学を愛し、生涯学び続けた父親の背
中をみて、須藤は成長したのだった。
また、多蔵は自ら合本した『少年世界』を持っていた。そして、その雑誌に掲載された、やは
り硯友社の同人だった巌谷小波のお伽話を、須藤にしばしば語って聞かせていた８。ゆえに、須
藤の「語ること」とのかかわりは、父親の語りによって巌谷小波のお伽話を知った、宮内での幼
少期から始まったといえる。さらに、お伽話以外にも、彼は父親が「これを読め」と指示した作
品を濫読し、次第に、父同様の文学少年になっていった。なお、多蔵の傾倒した硯友社の文学は、
坪内逍遥の『小説神髄』からはじまる写実主義文学の影響を受けながらも、その欧化主義を批判
し、復古的・古典回帰的な性格であった点に特徴がある。また、尾崎紅葉の『金色夜叉』を筆頭
に、その作品は大衆性、娯楽性が追求されたものであった。この点をふまえると、父の語りを含
めた須藤の幼少期の読書経験は、写実主義的な心理描写のリアリズムの追求、あるいは文学の娯
楽性を重視した作品に多くふれるものだったと考えられる。こうした読書の傾向は、後述するよ
うに、彼が後の童話創作において目の前にいる子どもの現実にまなざしを向け、彼らの感情の動
きを作品に反映させることを主張した点にもつうじるといえる。
他方、須藤の幼い頃の教育環境について述べる際に触れておかねばならないのは、祖母ていの
存在である。ていは、1855年生まれでありながら、新聞だけでなく尾崎紅葉などの小説も読む才
女だった。また、彼女は気が強くしっかり者で、町の人からは「かせぎもののおつまさ」と呼ば
れ親しまれていた。この祖母が、共働きの両親に代わり貧しい家計を切り盛りし、３人の孫を厳
しくしつけ育て上げたのである。須藤にとって、祖母はやかましい存在であったが、後々までの
生活の知恵は、全て彼女に教わったものだった。そして、その影響の大きさは、彼が戦後、彼女
について多くの文章を書き残していることからもうかがえる。
ここで、関連する著書をいくつか取り上げながら、須藤にとって祖母の影響がどのようなもの
であったか検討してみよう。たとえば、絵本『ばあちゃんのたからもの』は、彼が祖母との思い
出を数篇の物語にまとめた作品である。一例として「おはよう、ツツジさん」を挙げると、あら
すじは以下のようなものである９。
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主人公の少年太一の「ばあちゃん」は、庭のツツジの木をとても大切に育てていた。毎年、
その枝に咲いた花がぽとりと落ちると、彼女は「ごくろうさん、ごくろうさん」と、まるで
人間に言うように、木に言葉をかけていた。また白いツツジが咲き出す季節になると、どう
いうわけなのか、ばあちゃんはいつも世の明けないうちにこっそりと外に出て行った。太一
はそれを不思議に思い、ある日、そっと跡をつけてみることにした。すると、ばあちゃんは
白ツツジの側に行き、一つ一つの花に「おはよう、おはよう」と言葉をかけていたのである。
太一がばあちゃんに、花には耳がないから聞こえないではないかとたずねると、彼女はこの
ように答えた。「花には、耳などないけど、いのちをもってるから、人のいうこともわかん
だな」。
祖母ていは、このように、周囲の自然を「いのち」あるものととらえ、人と会話をするように
植物に接したのである。戦後、「山形童話の会」などの活動をつうじ須藤と親交の深かった児童
文学者の鈴木実は、本書のあとがきにおいて、須藤が終生草花に親しむようになったのは、祖母
の影響が大きかったと述べている。
さらに具体例を挙げながらみていこう。須藤は幼少期、折にふれて祖母から山形弁の昔話を聞
かされてきた。そのことを示す作品に、たとえば、1975年に出版された創作民話『やまんばのた
からもの』がある。この民話は、彼が幼い頃、祖母から語られた山姥の昔話を懐かしみ、生み出
したものである10。実際の本文を読んでみると、「むかしむかしのことよ。山の山のおくに、や
まんばがすんでおったとよ」という風に、その文体に「語り」の口調がもちいられていることに
気がつく。つまりここには、彼の記憶の中の昔話、その物語を聞いた時の祖母の語り口が生かさ
れているのだ。またここから読み取れるのは、植物にも「いのち」があるという祖母の考えは、
古くから語り継がれてきた昔話の自然観、宗教観によるということである。須藤は、草花をはじ
めとする身のまわりの自然のとらえ方を、祖母との関係の中で昔話の世界観にふれながら吸収し
ていったのだった。
以上のように、須藤の育った家庭環境は貧しいながらも、日常的に読書をしたりお話を聞いた
りする、文化的に恵まれたものであった。そこで彼は、一方で父の影響の下、内面のリアリズム
や文学の娯楽性を追求した近代の文学作品に多くふれる読書経験を積んできた。また他方で、祖
母によって伝統的な昔話の世界にも浸ってきた。このように、共同体を志向する近代以前の世界
観と、個人を志向する近代のそれと、二つのものの見方を同時に経験したところに、彼の幼少期
の特徴が見出せる。
（2）小学校での口演童話
ところで、『少年世界』のお伽話が子どもたちの愛書となった明治の末年頃、巌谷小波と久留
島武彦らにより全国に広められたのが口演童話であった。きっかけは、巌谷が1896年に京都を旅
行した際、ある小学校長に請われ、子どもたちの前でお伽話を披露したことだった。これが大層
な評判をよび、次第に、雑誌の宣伝も兼ねて各地で口演を行う機会が増えていったのである。口
演童話の盛況をうけて、久留島は、1903年、横浜市宝来町のメソジスト教会で「お伽倶楽部」を
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開く。これが、定期開催の「子ども会」の始まりであった。久留島のこの取り組みは、とくにお
伽話の教育的効果を打ち出すもので、それに共鳴した教育者らにより、京都、大阪、神戸、金沢、
大分など次々とお伽倶楽部の支部が組織されていった。
こうして、子どものための教育的な娯楽として口演童話が浸透していった頃、具体的には1918
年以降、鈴木三重吉らによる『赤い鳥』の童話・童謡運動の影響で、お伽話が「童話」と呼ばれ
るようになる。すると、それに呼応して、各地の師範学校では童話研究会を結成する動きが盛ん
になった。こうした教育者の童話への関心の高まりが、小学校などで開かれる童話会や子ども会
の活動をいっそう活発にしたのである。
須藤が少年期を過ごしたのは、この初期の口演童話活動が盛り上がりをみせた時代であった。
彼は、小学校２年生の時から、来校した久留島や童話作家の天野雉彦らの口演を二度三度と聞く
機会があった。当時の思い出を、後年の彼は下記のように綴っている。「（久留島の口演の：筆者
注）話のすじは忘れてしまったが、ただ水車が雨の日も風の日も休むことなく、ぎいっこっとん
とまわっているというところだけ今も鮮明にのこっている」11。そして、その口演を聞いて以来、
彼は子ども心に水車へ興味をおぼえ、学校からの帰り道にあった米つきの水車を、お話を思い出
しながら眺めたり、同町の内原という部落にも水車があったので、わざわざ見に出かけたりした。
さらにその影響で、後に「水車」という童謡を創作した。日常、お伽話や昔話などを聞いて育っ
た須藤が口演童話に興味を抱くのは、ある意味でごく自然なことだったろう。また、日頃からお
話しを耳にする機会があったからこそ、彼にとってその経験が、後々に創作の源泉となるほどの
ものとなったとも考えられる。
ただここで注目したいのは、当時の童話による教育が、久留島武彦という一人の口演童話家の
語りをつうじて、それを聞いた須藤の心に強い印象を与えた点である。つまり、「語ること」の
教育は、子どもと教育者との直接的な関係性を根本とし、物語の内容だけでなく、それを伝える
教育者の声の調子、身振り表現の全体が子どもの成長発達に作用するものであるといえる。
（3）教室における「お話」
上記の点について、もう少し詳しく検討していこう。講堂や劇場などの大会場で開催される口
演童話の活況にともない、大正期からは、教師が教室で少人数の子どもたちに「お話」をする機
会も増えていった。久留島の童話の口演に夢中になった須藤は、そうした先生が語ってくれるお
話にもいたく感動したのだった。
はじめに、当時の教育者らが、なぜ口演童話の教育性に着目するようになったのか、その経緯
を述べる。昭和初期に活躍した口演童話家の松美佐雄によれば、「児童の理解から築いていこう
という方針」をとった巌谷に対して、久留島は「まくらに結びに、教育的生命を叫んで、童話の
生命というものは教訓にある」と宣伝し父兄を説いた。そしてこのことが、後に童話界が教育上
一定の地位を築いたことに、大きな役割を果たした12。
初期の口演童話の理論化に際しては、この久留島の功績が何より大きかったといえる。一方で、
彼を慕い、教室でのお話の普及に実質的な役割を果たしたのが、東京高等師範学校（以下、東京
高師）の学生らによって組織された「大塚講話会」である。大塚講話会は、1915年、東京高師の
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英語科を卒業した下位春吉と葛原茂により設立された。彼らの下に東京高師の在校生と卒業生が
集って、彼らが子どものために創作したお話を全国各地の小学校で実演したのである。この組織
は、当時全国的に乱立した◯◯子ども会、童話会、童話と童謡の会、お伽会などとはやや性格を
異にするものだった。すなわち、「講話」の名が示すように、口演童話を主体にした教育性を堅
持したことにその特徴があった13。以下、少し長いがその設立趣旨を引用する。
「私共将来の仕事は申すまでもなく子供相手のものでありますが、この子供相手の仕事に
最も大切なことは、子供に対する話し方の研究であらうと思います。何故ならば、子供に話
すには大人に話すのと違った特別な話方の工夫が必要だからであります。たとえ同じことを
話にしましても、工夫さえすれば具の話は平易明快で、子供に与える印象も深ければ感動も
亦強いのであります。これに反して、この工夫が欠けていますと、具の話は不明瞭不徹底
で、聞いている子供には不快の念を起させ、又話す人の方では考えていることの半分すらも
伝え得ないことになるのであります。それですから私共は話し方の工夫の第一歩として難語
や卑語を避け方言や口語を除かなければならないのは勿論、身振りだの抑揚だのにも注意を
拂わねばなりません。其の外にも話し方の工夫としてはさまざまの方向があるだろうと思い
ますが、而もそれ等の工夫は実際壇上に立って修練を重ねて後、はじめて体得することが出
来るのであります。で、此の修養をする為、本校生徒の間に大塚講話会を起した訳でありま
す。だからもともと設立の主目的は会員各自の修養をはかるためにあるのですが、それと同
時に子どもの知識修得情操涵養の上にも裨益する所あらんことを合せて望んでいるのであり
ます」14。
上記から読み取れるのは、次のようなことである。子どもは大人とは異なる存在であり、ゆえ
にその点をよく理解して話し方を工夫すれば、子どもたちの話の印象は深くなり、知識に対する
理解も進む。逆に、教師の話し方が下手であれば、いくら内容が優れていてもその半分も伝わら
ない。また、教師がその力を養うには教壇での実践を重ねることが必要で、それは同時に、子ど
もの知識の習得や情操の涵養をうながすことにも結びつく。つまり、「語ること」の教育におい
て、教師は子どもの異文化性にふれることで、そのまなざしを変化させていく。またそのような
教師の変化は、同時に、子どもの成長発達にもはたらきかけるものである。設立趣旨には、そう
した口演童話の教育活動の相互的な性質が示されている。
以上のような活動の意義をふまえ、具体的に同会は、お話の組み立てとその仕方の研究、お話
し会の開催、講演者の派遣、子ども向けの活動写真の研究と活動写真会の開催、教育的なフィル
ムの著作、『実演お話集』の著作などの各事業に取り組んだ15。またさらに、『実演お話集』には、
小学校のお話会においては外部の講師だけでなく、学校の先生１人、２人、それに生徒１組か２
組出演すると、子どもたちが興味を惹かれやすく有意義であると説明されている16。実際に大塚
講話会が主催したお話し会のプログラムをみても、「開会の御挨拶（高橋茂雄先生）、童謡遊戯（大
塚小学校児童）、おはなし（川野圭字先生）、童謡独唱（村山忠義さん）、おはなし（岩田九郎先生）、
童謡独唱（村山久子さん）、おはなし（岸邊福雄先生）、童謡独唱（岩野孝明先生）、絵ばなし（野
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口隆信先生）、閉会の御挨拶」17とあり、会員らのお話しだけでなく、開催校の児童の出し物が演
目に加えられていることが分かる。こうして口演童話が教室内に普及していく中、前述のように、
須藤は先生のお話を聞くことに夢中になり、教室や学芸会の場では自らお話を語ることを希望す
るようになったのである。
彼が人前でお話しをする時、その話材は、彼が幼い頃に聞かせてもらったり、読むよう教えら
れたりした童話だった。父のおかげで、披露する話材に事欠かなかった彼は、さらに５、６年生
になると、昼休みにも毎日連続で独演を行うようになる。この頃は、「書き講談」として知られ『猿
飛佐助』などの作品が有名な立川文庫、あるいは冒険小説家の押川春浪といった作品が話材となっ
た。また、高等科に進級すると、やはり人気の冒険小説家で、翻訳家でもあった黒岩涙香の翻案
ものを語り、ついには先生からストップをかけられてしまうほどになる18。また、彼は童話だけで
なく雄弁部の弁論大会に何度も出場するなど、話芸の腕にもますます磨きをかけていった。この
ように、幼少期の須藤にとって、読書は「語ること」と自然に結びつく活動であった。ここで注
目したいのは、大人にお話を語られることで、子どもは自ら語るようになるのである。彼の場合、
その背景には、家庭環境と大塚講話会の活動に代表される、童話による教育の影響があったと考
えられる。なお、鈴木は、後年の須藤の文章には「骨組みだけで、ストーリーだけで動かしていく」
語りの文体を貫こうとした意図があり、その「語り」には口演童話と山形の昔話の語りの両方が
影響していると指摘する19。このように「語ること」の活動は、物語の知識や教訓を子どもに伝え
るというだけに止まらない。すなわち、お話によって子どもは想像力をはたらかせ、たとえば現
実の「水車」へ興味を惹かれるようになる。また、須藤の場合、それが自ら語ることへ結びつき、
さらに童話の創作にインスピレーションを与えるものとなった。こうした子どもの成長の飛躍が、
子どもと教育者との相互的な関係性によって繰り広げられる、お話の場にあるといえる。
２．教育をつうじた社会改革への関心
（1）自由主義的な教育改革運動の影響
1922年に山形師範学校本科一部へ入学すると、須藤はその関心を文学へと移していく。前述の
ように、貧しい家庭で育った須藤にとって、高等小学校を卒業して旧制中学へ進学するなど想像
もつかないことであった。そのような中、両親が苦労して入学させてくれたのが、山形師範学校
である。
須藤の師範学校での学生時代は、自由主義的な教育改革運動がその頂点を迎えた時期だった。
当時、運動の盛り上がりの背景にあったのが、教員たちの困窮した生活状況である。その頃、第
一次世界大戦後の国内のインフレーションの影響により、教師の実質賃金は下落し、生活は極端
に逼迫するものとなっていた。たとえば、大日本図書株式会社が発行する教育雑誌『教育研究』
（1904年４月創刊）は、1919年７月号で「教員生活の実情募集」と題し、読者らに向けて生活の
窮状を「虚飾なく簡潔に記述した」原稿を送るよう呼びかけている20。その後、「小学教員生活
の実情」の特集が組まれたのは翌々月の誌面で、そこには全７ページにわたり５人の教師の投稿
文が掲載された。
例として、島根県の教師「SM生」の記事を挙げてみる21。彼は中学校時代から教育事業に関
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心をもっており、今日まで「教育ということは犠牲的精神であり、利他的行為であり、天職であ
ると任じてきた」。また、この職業が「生活に生きるという自己の主義に適合して居ると信じて
奮闘して来た」。だが、悲しいことに、最近の物価の高騰が教員を「生活に生きる」ことのでき
ない状況に至らしめたのである。そのため、この教師は自らの技術向上のための修養費をとれな
いのはおろか、「子供の将来の貯金などは夢にも見たことがな」かった。また須藤自身、宮内小
学校へ赴任した当初は、専任よりも低賃金の代用教員としての採用だった。ゆえに、その暮らし
は決して安泰とはいえなかった。
こうした教員たちの過酷な境遇に対して、それを改善しようと、全国的に教師の自主的サーク
ルや組織が結成され始めた。そして、この流れにのって、1919年、下中弥三郎を中心に教員団体
「啓明会」が発足したのである。８月４日、本会は雨の降りしきる東京の青年会館において、満
場の参加者たちの前で下記の「宣言」を採択した。
「（一） 吾等は真人間の生活を基調とする社会生活の実現を理想とす。故に公正なる人間一切
の要求を肯定し、公正なる凡ての社会的存在を尊重す。
（二） 吾等は日本人なり。日本民族としての純真を発揮し、公正偉大なる国本に生きんとす。
故にそれの障碍たるべき一切の不合理不自然なる組織・慣習・思想を極力排斥す。
（三） 吾等は教育者なり。教育者としての天職を自覚し、自由を獲得し、万民の味方として
之が救済と指導とに専念し、人類に対する熱愛に目覚めんとす」
この「宣言」において、啓明会は、「公正」と「自由」なる社会を実現する理想を高らかに述
べ上げている。また、明治期以来、国家が教育を受けることを国民の「義務」としてきた論理を
転換させ、教育を受ける「権利」、「教育の機会均等」を掲げている。そして、この目的を、民衆
の教育要求に支えられながら追求していくのが、教育に直接に責任をもつ教師の役割だと主張し
たのである22。ここには、先ほどのSM生の手記にあったような、教育が教師にとって「犠牲的
精神」で遂行される「利他的行為」であるという考え方は見受けられない。むしろ、教師の仕事
は、社会における「公正」や「自由」の実現という理想を達成するために、教育によって人々を
援け導くような「天職」なのである。
須藤によれば、当時の山形師範学校にもこの波は押し寄せており、教師の中にも「明治調の古
武士敵風格のタイプ」と、「自由主義調の若い教師」が入り混じり、水と油のように同居していた。
その雰囲気は生徒にも影響し、須藤が憧れを抱いたのは、どちらかといえば反抗、解放型の上級
生や自由主義の教師であった。さらに、実際に教職につくと、須藤は「やがて教育機構の矛盾を
感じ」、「教育者の生活待遇について義憤を感じ」るようになる23。そして彼は、自身の生活の窮
状、目の前の子どもたちの境遇への憂慮から、こうした社会運動において掲げられた「公正」、「自
由」、「教育の機会均等」といった理想に共感を強めていったのである。
（2）ペスタロッチへの私淑
もう一つ、そうした須藤の問題関心の方向を表しているのが、「民衆教育の父」といわれた教
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育家ペスタロッチへの敬愛である。ペスタロッチは、1746年、スイスのチューリッヒに生まれ、
ルソーの思想に強い影響を受け教育実践家となった人物である。18世紀ヨーロッパは、フランス
革命の勃発前夜から革命後の共和制の樹立、ロベス・ピエールらジャコバン派の政権独裁、さら
に、ナポレオン皇帝の出現と失脚、ブルボン朝の復古王政と、後の近代国家の成立に至るまでの
変革がフランスを舞台に繰り広げられた時代であった。ペスタロッチは、1827年に亡くなるまで、
母国スイスにおいてこの大きな社会の変化を目の当たりにしてきた。そして、経済的、社会的な
状況が不安定となり大量に発生した貧児や孤児のために孤児院を設立、そこで貧しい子どもたち
と向き合う実践に尽力したのである。
日本では、彼のこの取り組みが師範学校などで紹介され、当時、若い教師らの理想の教師像と
なっていた。1925年に出版された、ペスタロッチを主人公にする三浦関造の小説『愛は貧に輝く』
が翌年までに10版を重ねたことも、教育者らのその関心の高さを物語っている24。とくに、生活
綴方教師らのペスタロッチへの憧憬は深かった。先述のように、当時の国内は、関東大震災以来
の社会不安と後の恐慌による不景気によって、とくに東北などで盛んであった製糸業が大打撃を
受けた。そして、それによる庶民の生活状況の悪化は著しいものがあった。ゆえに青年教師ら
は、直面する社会問題とペスタロッチの生きた時代状況とを重ね合わせ、子どもたちの貧しい生
活を、綴方を中心教科とする教育により救済すべく、奔走したのである。
須藤は、「私は幼い頃から貧しい家に育てられて、いつも夢の中に幸福をのぞんでいた。世の
中のことが少しわかって来た時、私はペスタロッチの聖愛に感激し、一切をすてて教育家になろ
うと思った」25と、自身の教職を志した動機に、このスイスの教育家の存在があったことを綴っ
ている。以下に引用した「落穂」には、まさにペスタロッチのごとく、劣等生、不良とされる子
どもたちに慈愛をもって接する彼の教育姿勢が述べられている。
「顧みられない落穂。素晴らしい生命力は永遠にこのまま土となってしまう。不注意から
忘れ去られた落穂。我々の教室にいる幾十の児童のいづれに対しても、我々は毎日その生命
力の健やかな伸展をのぞんでいる。そして精魂を傾け尽くしているのであるが、果たして
我々の教室の中に落穂はいないであろうか。ほんの不注意からつくられる劣等生。わずかの
投げやりから生まれる不良児。それだけでない。一人一人の生命の中にこもっている個性の
芽生についても、落穂のない教育をしていないだろうか。校訓の徳目は大切だが、その大切
なことの中から洩れこぼれた生命に対して、どれだけのやさしいはぐくみがあるか」26
上記からは、自分の接する全ての子どもたちが、日々健やかに成長していくことを何より願う
須藤の心情が伝わってくる。とくに不良児や劣等児に対して、自分は常に同じような心がけで接
することができているだろうか。ふとした時に、彼らの存在を忘れてはいないだろうか。彼はこ
のように自問する。子どもたちの優劣の差は、ほんの些細な違い、たとえば家庭の境遇や生活環
境などから生じてくる。ゆえに、彼は、子どもたちの心身をすこやかに育むためには、訓育や徳
目以上に、分け隔てない親しみや優しさを与え、彼らの個性へまなざしを向ける教育者の姿勢が
必要だと考えたのである。
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さらに、彼はこうした教育者の姿勢を、別の言葉では「平凡」に徹する教育と表現した。この
ことは、「平凡の発見」27において、同僚の蒔田訓導のエピソードにより説明されている。先述の
ように、学内外の子どもたちの生活環境の荒れに対処しようと、当時毎朝の朝会では、訓練主任
が10分、20分と声をかぎりに「『べからず』的訓育令」を発表していた。蒔田訓導は、そのよう
な「べからず」教育の似合わない、おだやかな男性教師であった。だが、不思議なことに彼の担
当する５年生の学級の生徒は、意外なほどに素直なのである。
たとえば、朝夕街頭で先生に丁寧にお辞儀をする、校庭に散らばった紙くずを拾う、落書きを
すすんで消す。こういう生徒は、たいていが蒔田訓導の学級なのである。校長は、蒔田訓導の「徹
底した訓育ぶり」に感激し、そこで、彼の実施する訓練方法を全教員に知らしめようとした。す
ると、彼は静かにこう言った。「私は何も特別な訓練などしていません。極めて平凡なことを行
つて居るにすぎないのです。先ず私は、『先生お早う』と子供がお辞儀をしたら、私も必ず帽子
をとつて『お早う』ということにしています。掃除当番の時は、私も必ず上衣をぬいで、雑巾を
持ち、少くとも教卓教団と私に直接関係あるものは私が掃除します。それから食事は必ず彼等と
共にして、楽しく語らいをしているのです。この外にさあ、いえばいくらでもありますが、大抵
は常識以下の平凡なことを、飽きずに愛情をもつて実践しているにすぎません」。
須藤はこの話に続けて、「平凡なこと」、すなわち子どもたち一人一人に誠実に、慈愛をもって
接することを見失った訓育目標では、それをいくら行っても、そこには何も残らないと述べてい
る。つまり、須藤にとって教育とは、子どもと教育者との間に上下関係ではない「信頼」や「愛情」
に基づく関係が生まれて、初めて達成されるものである。そのような関係性によって、教師が子ど
もの個性へまなざしを向け、それを育むことで、彼らはやがて大人を乗り越え社会そのものを変え
ていく存在に成長する。そうして実現されるのが、「自由」で「公正」な理想的社会なのだった。
３．子どもへの新たな「まなざし」
（1）浪漫主義的な子ども観の影響
須藤の在校当時、師範学校には口演童話家で有名だった橋本賢助が訓導兼教諭として赴任して
いた。橋本は同校出身者で、６年間小学校の訓導を勤めた後、当時は母校で教鞭をとっていた。
教師でありながら博物学の研究者としても優れていた彼は、在校中、『鳥海登山案内』、『高山之
智識』など28、専門に関する著書をいくつか出版する。また、口演童話家としても、「孝子芳松
ノ童話」が1925年に「天覧、台覧の光栄」に浴しており、その実力のほどがうかがえる。なお、
同年、橋本はその業績により学校から栄誉賞を受けており、これは須藤が在校中の出来事であっ
た29。須藤のこれまでの経験をふまえれば、口演童話とのかかわりで橋本と何らかのかたちで交
流があったと考えられよう。だが、彼はその頃、「口演童話家としての」橋本には近づかなかっ
たという30。それは、なぜなのだろうか。
実は、この頃の須藤を魅了していたのは、文学、ことに短歌の世界であった。在校中はとくに
文学活動へ傾倒した須藤だが、ただ、彼が橋本から教わったこともある。橋本は、口演童話家と
いう肩書が示すとおり普段の授業においても話術が巧みで、生徒からの評判も良い教員だった。
担当科目は博物である。その授業中、須藤は彼にともなわれしばしば植物採集に出かけていた。
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そして、そこで教わったのが、野草は「ただむしり取る」のではなく「話しかける」もの、とい
うことだった。須藤は後年の回想録において、博物の点数よりもそのように「自然と話すこと」
を教えてくれた先生に感謝したい、と綴っている31。この一文からも、須藤の学生時代において、
橋本が印象深い教師の一人であったことが伝わってくる。須藤は、戦後、童話の創作においては
生活綴方のような観察的、傍観的な視点ではなく、物語に描かれる人やものに「心を通わせる」
ことが必要だと述べている32。橋本から教わった自然に話しかけることも、ここでいう「心を通
わせる」姿勢につうじるものであろう。
また、彼の学生時代は、1918年に鈴木三重吉ら浪漫主義の文学者たちによって始められた教育
改革運動の波が押し寄せていた。たとえば、高等科に所属していた頃、須藤は同校教員であった
田島絹亮から自由画の図画を習っている。自由画は、美術における子どもの個性的表現を発展さ
せることを目的に、1919年、画家の山本鼎が長野県神川小学校で開始し、全国的に広まった教育
運動である33。自由律俳句で著名だった田島は、山形師範を卒業後の1919年から、宮内小学校で
自由画による美術教育を実践していた。須藤は、子どもの個性を尊重し、それを伸ばすことで成
長発達を促す自由画の教育方法を、こうして田島から会得する機会を得たのだった。
以上のような自然観と教育観は、いずれも浪漫主義的な子ども、自然のとらえ方と重なり合う
ものである。浪漫主義の特徴を一言で説明すると、それは、子ども、自然、ノスタルジアのなか
に「聖なるもの」を見出そうとする点にある。たとえば、1920年代の日本の浪漫主義の文学作品
において、「子ども」は純粋無垢であり、大人が忘れてしまった何かをまだ持っている存在であ
るという前提が広く共有されていた。一方、近代以前の「聖なるもの」は、土地の宗教観と深く
かかわり合いながら共同体の外部におかれ、その秩序を維持するものとされてきた。そうした
「聖なるもの」に対する感覚に転換が生じたのが、この時代だった。遠藤は、それについて下記
のように述べている。
「近代以前、生産単位としての家庭または家族は、共同体の支配下にあった。人々の生を
基礎づける〈聖なるもの〉は、共同体の側にあった。かつては、個人の外部に家族があり、
家族の外部に共同体があり、共同体の外部に〈聖なるもの〉（宗教）が存在するという秩序
構造であったのに対し、家族が共同体から自律し、すなわち共同体によって規定されること
をやめ、むしろ、家庭の内なる〈子ども〉を焦点として結ばれる像となったことを意味して
いる。いいかえれば、〈聖なるもの〉が〈子ども〉に内在するものへとその位置を逆転させ
たことを意味しているのである」34。
こうした時代状況をふまえると、須藤の「平凡」な教育の考え方、あるいは子どもの個性に向
けられる「まなざし」も、やはり当時の新たな教育思潮の影響を多分に受けたものであったこと
がわかる。
（2）童話の「娯楽性」
1926年に山形師範学校を卒業後、彼が最初に勤めたのが故郷宮内の小学校である。最初は、代
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用教員としての採用であった。学生時代は熱心な文学青年だった彼も、教師となったことで、学
芸会をはじめ教室でふたたび子どもたちに話す機会が多くなった。ここで初めて、幼少期におけ
る彼の口演童話の経験が直接生かされることになる。
お話の技術を向上させるために彼が参考にしていたのが、話方の総合的な教科書ともいえる大
塚講話会の『実践お話集』であった。大塚講話会は、1926年に初心者向けの話方の指南書として
同書を発刊した。これは全９巻からなり、第１巻から第５巻までは尋常小学校の学年別、第６巻
は幼稚園用、第７巻と第８巻は青年・処女向けというように、それぞれの子どもたちに適した童
話の話材が紹介されている。宮内小学校で教壇に立つようになると、本書を参考に、須藤は自己
流でお話の技術の研鑽を積んでいった。ただ、彼が実際に子どもに話していたのは、ほとんど自
ら創作した童話だった。具体的にどのようなものだったかといえば、彼の童話の元となったのは、
小学校の頃に自らが語った「小波もの」のお伽話などだった。しかもその語り口は、「感銘深かっ
た久留島先生の話術」を思い出しながらのものであった。ではなぜ、彼はテキストの話材ではな
く、自作の童話を語ることにこだわったのだろうか。『実演お話集』によれば、大塚講話会の童
話の内容に共通するのは、それによって子どもの「高い道徳性」が目指された点である。以下、
本文を引用する。
「少年は少年としての人生の考え方があります。又少年は少年としての社会生活がありま
す。私どもはそれらの人生観や社会観に根本を置いて、より高い道徳性を刺激したいと願う
のであります。一つの話を聴く事によって、子どもはより高い品性を形づくる刺激を受ける
ようあり度いと思うのであります。従って其童話の材料も、そうした考えに適するものをな
るべく選び度いと思うのであります」35。
童話は、その内容に、「人に親切なれ」など「道学者風」な教訓が盛り込まれれば良いという
わけではない。ただ「馬と牛とが面白く喧嘩した」、「鳥によって天上界を一年中かけ回った」と
いった話で、子どもたちを喜ばせ興味を惹かせるだけでは不十分である。そのために、「内容的
に深いもの」を、教師は話材として選ぶ必要がある。これが大塚講話会の考えた童話の内容的価
値であった。他方、須藤が語った創作童話の基となったのは、どちらかといえば物語の「娯楽性」
や「大衆性」が強調された巌谷小波のお伽話である。つまり当時の須藤は、お話の道徳的価値よ
りも、その面白さや楽しさによって子どもの興味を惹き、彼らに喜びを与えることの価値を重視
したのである。これは、「喜び」や「楽しさ」といった子どもの自由で純粋な感情を尊重し、そ
れにより彼らを伸ばそうとした、児童中心主義の教育にも符合するものであろう。
（3）浪漫主義的な子ども観の行き詰まり
他方、須藤が学生時代から強く関心をもち、宮内小学校の教員になって熱心に取り組んできた
のが綴方教育だった36。彼は、先ほども例に挙げた、東京高等師範学校付属小学校の研究機関誌
『教育研究』の読者で、掲載された綴方の理論や童詩教育の記事を熱心に勉強していたという。
なお、彼が師範学校に在籍していた1922年からの数年間は、この綴方教育の思潮が大きく変化し
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た時期である。というのも、1923年の関東大震災以後のこの時期は、社会的にみると民主主義的
な運動が目に見えて停滞していた。1927年、池袋児童の村小学校（1923年創設）を主導した教育
の世紀社が解体、翌年に機関誌『教育の世紀』が廃刊となると、青年教育者たちを引きつけたか
つての新教育運動の魅力も精彩を欠いていった。さらに、1929年にはニューヨークの株式市場が
大暴落し世界恐慌が起こる。すると、その影響を受け、国内においても子どもたちを取り巻く生
活が極端に悪化していった。教師たちは、この問題に真正面から取り組む必要が生じたのである。
こうした社会状況が、浪漫主義的な綴方に飽き足りない青年教師たちを生みだした。そして、た
とえば池袋児童の村小学校の実践にみられるように、これまでの自由主義教育が実践指導に浸透
し、いっそう深化発展させていくこととなったのである。
具体的に、当時の教育界で活発化していたのが、「生活綴方論争」などの国語教育の論争であ
る37。たとえば、1929年に創刊した『綴方生活』は、以下のような主張を展開した。
「生活教育の叫ばるるや久しい。されど、現実の教育にあって、これこそ生活教育の新拓
野であると公言すべき一つの場面を発見し得るであらうか。（中略）真実に生活教育の原則
を握り、その実現力としての技量を練るの道、これこそ若き日本教育家のなすべき仕事中の
仕事であらねばならぬ。社会の生きた問題、子供達の日々の生活事実、それをじつと観察し
て、生活に生きて働く原則を吾も掴み、子供達にも掴ませる。本当な自治生活の樹立、それ
こそ生活教育の理想であり又方法である」38。
これは、当時の『赤い鳥』（1918年創刊）にみられるような文芸的表現を重視した綴方を、児
童の生活に直結するものへ変えていこうとする試みであった。この宣言は、全国の教師たちに大
きな反響を呼んだ。たとえば、1930年代から須藤の故郷山形をふくむ東北では、その影響により
青年教師らによる生活綴方教育運動、北方性教育運動が生まれ盛り上がりをみせた39。ただ須藤
自身は、東京で教員を続けながら、こうした郷里山形の農村の凶作が身に迫ってくるようで、「焦
燥感が身うちをかけめぐる」思いをしていた。また、運動の中心を担っていた国分一太郎や村山
俊太郎の「叫びと仕事」に胸を締めつけられていた40。戦前こそ都下で生活をしていた須藤であっ
たが、この頃から、故郷山形への思いをあたためていたことがうかがえる。つまりこの時代、純
真無垢な「聖なる」存在と大人たちに認識されていた子どもが、当時の社会経済的な状況の影響
の下、現実の生活に立脚した存在として再発見されたのである。
このような時代の流れに沿って、須藤は自分自身の教育実践においても、この頃一つの壁に突
き当たる。そしてこの出来事は、彼が後に子どもの「生活現実」を直視した教育に目覚めるきっ
かけとなった。須藤は当時、校長に自ら志願して活版刷の全校文集を作ったこともあるほど、熱
心な綴方教師であった。しかし、ある時、学校林の杉の下刈りで怪我をした子どもの家を訪問し
た際、彼はその生活の貧しさ、「陰惨な生活姿」に大きく衝撃をうけ心を動かされる。実は、そ
の子どもは綴方がとても上手な児童で、須藤は教室で他の児童らに対し、模範的綴方の表現とし
てしばしば作品を読み上げていたほどだった。だが、その児童は自分の綴方作品において、これ
まで家庭生活について一度も書いたことがなかったのである。
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この出来事によって、「いくらつづり方の表現がうまくなっても、このこどもは救われない。
もっとこどもの日常生活の中にとびこみ、その生活をなんとかしてやらなければ」41。こう考え
た須藤は、教員としての力不足を痛感し、1928年に日本大学高等師範に入学することを決めたの
だった。このように、彼は実際の教育経験の中で子どもの現実の生活を目の当たりにし、浪漫主
義的な子ども観の限界に突き当たることとなった。そして、彼が子どもの「生活」に新たにまな
ざしを向け教育活動を行うことの必要性に目覚めていくその過程は、生活教育により現実を変革
することで自由を獲得していこうとする、そうした当時の自由主義教育の深化の方向性と軌を一
にしていた。
４．東京の教員時代における「まなざし」の深化
須藤が東京で小学校の教員となったのは、1928年に日本大学高等師範学部国語漢文科に入学し
た翌年のことであった。日中は代用教員として杉並区高井戸第二小学校に勤務し、夜間に日大へ
通学する忙しない生活を、彼は1931年の大学卒業まで３年間続けた。後に、豊島区長崎第四小学
校に正式な教員として就職するが、この時には、勤務のかたわら教育雑誌『教材王国』の編集に
も携わっている。こうした二足のわらじ生活は1940年まで続き、彼にとって戦前最も精力的に教
育活動を展開した時期であったといえる。なお、1940年、新体制運動の中核を担う大政翼賛会の
発足により教育雑誌の統合が行われると、彼は新設された国策会社の国民教育図書へ入社した。
そして、学年別の雑誌『国民教育』の編集を任され、それをきっかけに小学校教員を辞職するこ
ととなった。
本章では、1929年から1940年までの彼の東京での教員時代に焦点を当てる。おもな資料として、
1940年とその翌年に三成社書店から相次いで出版された手記『らくがき教案簿』と『教室風土記』
を中心に扱うこととしたい。
はじめに、彼は山形児童文化研究会の機関誌『気流』（1951年創刊）において、東京での教員
時代を以下のように振り返っている。
「子どもというものをもっと研究してみよう―教育とは一体なんであるのかを―根源的に
さぐってみようというようなきもちにかわっていきまして、いろんなものを書いたり、みた
りしましたが、その中で教科だけ教えていくだけでは、これはだめだと―教科以外のとこ
ろに子どもの息づきがある―何か生き生きしたものが、別の世界にあるんでないかという
ようなところから作文で―綴方教育でいろんな教育をやるんですが、まあ、同時に落合聡
三郎だとか金沢嘉一君だとかいう方々のつくっております学校劇研究会のメンバーになりま
して、劇を通しての子どもの指導というところから、児童劇に入り、さらに紙芝居だとか、
口演童話―口で童話を語るという口演童話とかいわゆる児童文学といわれるような、教科
以外の中で、子どもの生活にうるおいのあるような何かやってみたいと」42。
このように、東京で過ごしてきた10年ほどの教員生活の期間は、須藤にとって「子ども」とい
う存在を捉え直す機会であった。その中で、子どもの「生活」にかかわる文化活動にたずさわり、
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それが教育に与える価値に気がつくようになったのである。では具体的に、彼は子どもたちへど
のような「まなざし」を向けていたのだろうか。この点について検討するために、手記において
彼が綴った子どもたちの様子を拾い上げていく。
（1）子どもの家庭生活への関心
須藤が代用教員を勤めた1929年から31年は、アメリカ合衆国から始まった世界恐慌の影響が日
本経済にまで及び、昭和恐慌と呼ばれる大不況を巻き起こした時期だった。昭和恐慌は、極端な
物価の下落に失業がともなったデフレ不況で、その影響は、それまで国内の基幹産業であった養
蚕地帯の農業経済に、長期にわたる深刻な打撃を与えた43。また、都市においては失業者や生活
困難者の増加、児童の校外の生活環境の悪化などが問題とされた。
こうした社会背景の下、須藤の教員生活の日々の記録には、とくに貧しい子どもたち、劣等生
や不良児と呼ばれる子どもたちが多く登場する。たとえば、「落書き」は、便所に落書きするこ
とをやめない男子児童Ｔの話である44。話のあらすじは以下のようなものだ。
このところ便所への落書きの被害が相次いでいることをうけ、須藤は、いたずらの犯人検挙の
ために一策もうけることにした。ちょうど教えたての漢字が落書きされていたのを幸いに、受け
持ちの生徒らにそれと同じ文字を書かせることにしたのである。すると、「下手くそ字」で落書
きした犯人は、「劣等生」のＴであった。須藤はＴに、「お前はどうして落書きをするのかい、面
白い？」とたずねると、彼はしゃくりあげながらこう説明した。「僕……便所に行くと……誰も
いないから、一人で何か書きたくなるんだもの……」。「それで、どうして字ばかり書くの？」。
「僕、黒板に字をかかせられると、先生も、みんなも、笑うんだもん。僕、誰にも笑われないと
こで、字が書き度いんだ……」。この言葉を聞いて、須藤は、彼の落書きが悪意ではなく、恵ま
れない自分自身を慰めるためのものであったと知る。そして、それが同時に、教師に対する反抗
でもあったことに気がつき、「鞭で打たれるような衝撃を感じた」。
また、「私の綴方教室」45で紹介されたのは、貧しく恵まれない家庭に育つＧのエピソードであ
る。彼の綴方の作品は、その生活環境ゆえに「息づまるような」ものが多かった。その上、彼に
は文集のために作品を自選するよう言われても、幾十の作品の中から良いものを選び分ける力が
なかった。そこで彼は、自分なりの判断で、先生からの評点の高かった次の詩を提出してきたの
だが、それは、以下のようなものであった。
　「姉の着物
　めつきり寒くなつた夜、
　会社から帰つた姉が
　さも言ひにくさうにして、
　「とうとう袷を着てゐないのがあたし一人になつてしまつた」
　と母に言つた。
　「さうね、お父さんにたのんで出してもらひな」
　母は低い声で言つた。
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　きつと姉さんの着物はまだ質屋にあるのだらう。
　家は静かだ。淋しいな。
　隣の家ににぎやかさうな声がきこえる。
　お父さんが間もなく帰つて来た。
　やつぱり元気のない様子だ。
　姉はもぢもぢして
　たのんでみたさうだが
　父の顔を見て何も言はない。
　母も言はない。
　僕はこつそり本を開いた。
　寒い夜風に虫が鳴いてる。」
だが翌日、Ｇは慌てて須藤のところへやって来て、訂正した詩を差し出した。確認してみると、
内容はほとんど変わっていないが、「たのんで出してもらいな」の箇所が、「買つてもらいな」と
なり、「質屋にあるのだらう」が「まだないのだらう」に改められていたのである。須藤は、こ
の修正が綴方の作品価値そのものに影響を与えると考えながらも、このように訂正した親の心に
ある、綴方への「無言の抗議」と「血の出るような哀願」とを感じたのであった。
以上の話から読み取れるのは、須藤のこれまで認識してきたある種の観念的な子ども観が、実
際の子どもとの関係性においてとらえ直され、変化していった点である。
さらに、1930年代に入ると、高橋是清らによる財政政策が功を奏し、日本は昭和恐慌を脱出し
た。そして、その頃から繊維工業の衰退に代わって飛躍的に発展していったのが、重化学工業の
分野である。とくに鉄鋼業や機械工業、自動車・航空機産業などの新興財閥が急成長を遂げ、そ
れらの工場群が立ち並ぶ都市近郊の人口は、関東大震災以来の大幅増を記録した。
豊島区の人口をみると、1935年には267,991人で、これは、1920年の調査時の人口108,652人と比
べて倍以上の値である。また、人口密度においては一平方メートルに20,212人、この数値は東京
市の全区中でも第４位である46。さらに、同年、豊島区の工業生産額は３千万円余にまで達して
おり、西巣鴨や池袋、高田町を中心につぎつぎと「工場集団地帯」が形成されていった47。また、
５人以上の従業員のいる「機械器具工業」関係の工場は、1926年度調査の126から、３年後には
156まで増加しており、職工だけでも合計5,336人の従業員が雇われていた48。これらの数値だけ
でも、かつては見渡す限り農耕地であった豊島区が、この時期に大規模な工場地帯へと変貌して
いったことが分かる。
こうした急激な新興産業の発展は、須藤の勤務校にも影響を与えた。豊島区の人口の増加によ
り、多い時には全体で40人もの転校生が、毎月のように学校にやって来たのである。そしてその
ことが、学内外の教育環境を悪化させ、教師らは対応に苦慮することとなった。以下の引用には、
そうした当時の状況がよく表れている。
「大小の工場が立ち並び、未曾有の賑わい。日ごとに増加する授業。種々雑多で移民的な児
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童の群れ、小ぢんまりとした従来の教育の精神を打ち壊す。乱暴な言葉遣い、買い食い、らく
がき、無作法、怠惰、あらゆる悪徳が一時に洪水の如く押し寄せた。悪貨は良貨をしのぐ。訓
練部では毎日のように会合、頻繁な職員会の開催。校長や職員は寝ても覚めても訓練、「べか
らず」的訓育令の発表。いかがわしい落書き、女の子をからかう、禁止遊戯を街頭で行う」49。
上記からは、変動期の社会状況の下、新たな児童が学校に続々転入してくるために、子どもた
ちが落ち着きない日常を送っていた様子を想像できる。また、言葉遣いの乱れや問題行動に対し
て、訓練や訓育を徹底して対処しようとする教員たちの試行錯誤が伝わってくる。
須藤自身も、「工場街という土地のせいばかりでもあるまいが、毎時間毎の喧嘩沙汰にはすっ
かりうんざりさせられる」と嘆いた50。だが同時に、彼はそうした子どもたちが「いくら叱られ
ても、ひどい体罰も平気」なのは、「そんな生易しい懲罰よりもひどい家庭での体罰」があるか
らだとも述べている。彼は学校での子どもの様子から、彼らの心へ影響を与えている家庭の生活
環境の貧しさに思いを巡らせていたのである51。こうして須藤の子どもに向けられた「まなざし」
は、社会状況の変化に伴う子どもたちの生活環境の悪化を目の当たりにすることで、いっそう深
められていった。
（2）変動期の社会状況における「子ども」
須藤の教員生活最後の２年は、日本が戦時下の体制へと突入していく時期と重なっている。
1939年にドイツのポーランド侵攻によって第二次世界大戦が勃発すると、その成功を皮切りに、
ドイツ軍はヨーロッパ各国において次々と勝利をおさめていった。この動きに呼応するように、
日本においては、1940年、第二次近衛内閣が成立したことで、国民生活のあらゆるところで新体
制運動が推進されることとなった。市井においては、日常さまざまな場面で「新体制」という言
葉が飛び交うようになり、そのような中、教育政策においては1941年に国民学校令が施行された。
これにより、それまでの小学校が廃止され、練成や団体訓練などをいっそう重んじた現場改革が
行われることとなった。須藤はこの「新体制」の改革について、以下のような感慨を述べる。
「所謂新体制によって革新されるものは、必ずしも制度や経済や文化などだけではなく、
人と人との倫理、社会という人の倫理観に於て、目に見えない革新が意識されているのでは
なかろうか。個人主義の揚棄、自由主義の清算、そういうものがあるのはいうまでもないこ
とであるが、家庭の中に於ける親子、夫婦、兄弟等の愛情に於ても、将又、友情に於ても、
隣人愛についても、すべてこゝに革められる新しい倫理観があるのだ。（中略）我々は、こ
の目に見えない倫理の新体制に目を注がなければならない」52。
彼は、この目に見えない革新による人々の意識や生活の変化という問題について、「唐黍の葉
ずれ」でもやや異なる角度で話題にしている。ここでは、少年時代を回想することで、目の前に
いる子どもたちの生活と自分自身のそれとが隔絶したものである点が述べられている。具体的
に、幼い頃の彼は、父親から毎日のように小波山人（注・巌谷小波）のお伽話を聞かされてきた。
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貧しい生活ではあったが、そのお話に耳をかたむける一時に、子ども時代の楽しさや可笑しさ、
喜びがあった。そのような自身の子ども時代を思えば、今の受け持ちの子どもたちは、あまりに
もそれとはかけ離れた生活を送っている。彼らはきちんと洋服を着て、ランドセルをしょって、
講談社の絵本を持っている53。そこには、かつて物のなかった時代に比べ、物質的に恵まれた豊
かな生活が実現しているかに見える。
東京の中でも、とくに新興の都市において教鞭をとってきた須藤の出会った子どもたちは、「高
等官何等という父を持つ子、日傭の子、倫落の母の私生子として生れた子、大問屋の子……どれ
もこれも私などの知らない境遇」で、「自分の子供の時と著しく環境の違う子供といったら、教
室の中にいる子供九分九厘までそう」であった。「こうした子どもを一室に集め、私は私自身の
幼少期の思い出などに耽っておられるものではないが、やはり自分自身の子供時代が忘れられる
ものではない。それはすでに私自身の人格として形成されてきているからだ」54。このように彼
は、目の前にいる子どもたちの様子と自分の幼少期との隔絶を強く感じていた。そして、こうし
た子どもをとらえられないという感覚は、彼にとって教育の質を左右する問題だった。
ただ同時に、彼はこうも述べている55。彼らの家庭は必ずしも裕福であるわけではない。都会
の「激烈な生存競争」の中に、彼らの両親は生きている。時代と環境がこのような生活の様式を
営ませているにすぎず、「もう一度親の心になり、ふるさとの心になって、ランドセルや洋服の
裏の裏にひそむものを見つめ直し、厳しく教育せねばならない」。つまり、時代の影響という外
部の力を受ける私たちは、その都度、それに合わせて意識や生活様式を変化させていくものであ
る。だが、その現れかたは変化しても、やはり今日も人は生きることの困難や貧しさとの戦いの
中で生きており、子どもたちもその下で暮らしている。ゆえに、そうした状況におかれた子ども
を、彼らの生活全体からとらえ教育を考えなければならないのである。
また須藤は、ある童話作家との会合についてこのように語った56。すなわち、その作家の頭の
中には、彼の幼年時代の姿を投影した「子供の定型」が出来上がっている。それゆえ彼は、「工
場の子供のことなど、どうもわからないからおそろしくて書けない」と話した。須藤はこれを批
判し、「我々はおそろしければおそろしい程取組んで行かなければならない」と述べたのである。
この「ある童話作家」の言葉には、先に述べたような子どもの内面に聖性を見出す、大正期以降
の浪漫主義児童文学の思想的影響が強く表れているといえる。須藤はこうした観念的で固定的な
子ども観を否定し、子どもとの関係性の中で、現実の彼らの姿をつかもうとすることの必要を主
張したのだった。この時代、都市においては大衆消費社会の進展に伴い、子どもたちの生活が目
に見えて豊かになっていた。だが、このような社会状況の転換期にあっても、その裏にはやはり
かつてと変わらない貧しさや困難を抱えた子どもたちの姿があった。彼のまなざしは、そうした
「落穂」の子どもたちへとりわけ強く注がれていたのである。
以上のように、この時期の須藤の子どもたちへの「まなざし」からみえてくるのは、変動する
時代状況に置かれ、子どもをとらえることの難しさに直面する教師の姿である。この苦悩は、須
藤に限らず当時の教師らに共通する問題だったのではないだろうか。ただ、そうした時代だから
こそ、彼らは教科以外のところに息づく子どもの生活にまなざしを向けていこうとしたのだと考
えられる。そして、そのような教師の「まなざし」が、転換期の社会において生じる学校教育の
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不全化に対し、校外教育の実践や理論、児童文化運動の発展を促していったのだといえる。
５．「語ること」の教育の役割
（1）学校内外での「語ること」の取り組み
本章では、ここまで述べてきた問題に対して、「語ること」の活動がどのような役割を担った
のか検討する。繰り返しになるが、須藤は宮内小学校の教員時代、浪漫主義的子ども観に立脚し
た綴方の限界を感じ、子どもの現実の生活環境をとらえ教育を行うことの重要性を、強く意識す
るようになった。その方法の一つとして、子どもの生活綴方と大人による童話の創作という「書
くこと」の教育実践が位置づけられる。そして、この「書くこと」の取り組みは戦後も一貫して
おり、彼はそれを軸に山形の教育・文化運動を展開した。では、ここに「語ること」の取り組み
がどのように関わるのだろうか。本章では、それについて「語ること」と童話の創作との関係に
着目しながら述べることとしたい。
1930年代になると、学校内外で子どもの生活の文化水準を向上させるため、教科教育に止まらな
い多様な活動が展開されるようになっていた。たとえばその一つが、1939年に結成された日本少年
文化研究所である。これは、学校劇の実践に取り組んでいた東京、大阪、名古屋の公立小学校の
教師たちが組織した、学校劇研究会（1932年結成）を母体とする団体である。須藤は、赴任先の長
崎第四小学校に宮崎靖、隣の第一小学校にも菊田要と、会の中心メンバーがいたことから、1936年
にその会員となった。そして、会の記念事業の一つとして募集された学校劇脚本に「強い弱い」、「遠
めがね」が入選し、それをきっかけに学校劇の脚本も多数手がけるようになった57。こうした経緯
で学校劇運動に入った須藤は、1939年の日本少年文化研究所の結成にも関わりをもつこととなった。
同研究所が設立すると、いち早く機関誌『少年文化』が創刊された。その事業内容は、読物、
演劇、歌、舞踊、美術、映画、放送などについての調査研究と、劇場公演や移動公演、舞踊発表、
学芸会講習など幅広いものであった。というのも、取り組み内容からわかるように、彼らは小学
校教師として関係しうる「児童文化」を総合的に扱おうという意図をもっていたのである58。須
藤の組織への貢献は、その中でも、たとえば「おにのめん」のような昔話の話材を、メンバーら
とともに口演することであった。このように、彼の児童文化にかかわる活動は、童話や学校劇の
脚本を書くことと、童話の口演をすることの二つの方向で展開した。
日本少年文化研究所での取り組みとは別に、校内においても、彼は雨の日の体操時間や、校庭
の木陰などで子どもたちに童話を話して聞かせた。こうした日々の子どもたちとのやりとりの様
子をうかがわせるのが、著書『一年生オハナシ十二ヶ月』、『二年生オハナシ十二ヶ月』（三成社
書店、1935年）である。国語の読方の授業に合わせて全てカナ表記で書かれた本書には、一年生、
二年生のための創作童話が12篇収録されている。これらは全て、彼が実際の子どもに語ってきた
お話で、そのうちのほんの一部を収録したものであった。
12編の童話をみてみると、１月は「ユキダルマトタドン」、３月は「ネズミトオヒナサマ」、９
月は「ユタカチャンノオツカイ」といったように、それぞれの季節に合わせて、子どもたちの生
活に身近な題材を扱っている。そして、一年生用の「ハシガキ」では、子どもに向けて、本書の
目的が以下のように述べられている。
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「子ドモ　ハ　ダレモ　オハナシ　ガ　スキデス。ワタクシ　モ　小サイ　トキ、オバア
サン　ニ　ヨク　オハナシ　シテ　イタダイタ　コト　ヲ　オボエテ　ヰマス。ワタクシ 
ハ　十ネン　ノ　ナガイ　アイダ、ミナサン　ノ　ヤウ　ナ、カアイラシイ　子ドモ　ノ 
センセイ　ヲ　シテ　キマシタ。「センセイ、オモシロイ　オハナシ　ヲ　シテ　チヤウダ
イヨ。」ト　マイニチ　マイニチ　セガマレマシタ。ソノ　タビ　ニ　オハナシ　シタ　モ
ノ　ガ　ナン百　アルカ　ワカリマセン。ソノ中デ、「ア、オモシロ　カツタ」ト　ミンナ
テ　ヲ　タタイテ　ヨロコンダ　オハナシ　ヲ　エランデ　ミマシタ。ダレ　モ　ヨク　ワ
カル　ヤウ、ヨミカタ　ノ　ゴホン　ト　オナジ　ヤウ　ナ　カキブリ　ヤ、オナラヒ　シ
タ　コトバ　ヲ　ソノママ　ツカヒマシタ。デス　カラ、コノ　ゴホン　一サツデ、タノシ
ク　ヨミカタ　ノ　オベンキヤウ　モ　デキマス。マタ　オハナシ　ヲ　一月　カラ　十二
月　マデ、十二　ノ　月　ニ　ワケマシタ。一ネン　中　オハナシ　ヲ　タノシム　コト 
ガ　デキマセウ。マイツキ　ノ　オハナシ　ヲ　ヨク　ヨミ、オトウサマ、オカアサマ、オ
トモダチ　ニ　オハナシ　ヲ　シテ　アゲテ　下サイ。ソシテ　ヨイ　セイセキ　デ　二
ネンセイ　ニ　オススミ　ナサイ。「二ねん生・おはなし十二ケ月」ガ　マタ　アナタガタ 
ヲ　マツテ　ヰマス」59
須藤が教えてきた東京の村の子どもたちは、当時、文部省がいくら良書を推薦しても１円以上
もする単行本を手にとって眺める機会にさえ恵まれなかった。それどころか、彼らは、秋の祭礼
で露店商人から漫画や豆講談などを５銭ほどで買って、それを繰り返し読むことしかできない環
境であった。彼は、こうした村の子どもが「文化」から置き去りにされてしまうことを憂慮し、
ある時、校長を熱心に説いて学校に児童文庫を開設した。この文庫は、親たちに呼びかけて、読
み古しの雑誌や自費で購入した文庫本を集めて設置したものだった。それが完成して以来、日々、
須藤は書棚の本を子どもと読み合っていた。そして、上記の引用からわかるように、彼は子ども
にせがまれて何百にもなるお話を語ってきたのだった。
須藤のクラスの子どもたちがどれほどお話を好んでいたのか、その姿が想像できるエピソード
がある。ある時、須藤は校庭の隅に自分の受け持ちの２年生の子が７、８人集まっているのを見
つけた。そこで、こっそり近づいてみると、Ｋを中心に夢中で何か語っている。よくよく聞いて
みると、子どもたちは順番に物語を語り合い、リレー式の創作童話遊びをしていたのだった60。
ここから子どもたちにとってお話は、こうして休憩時間の遊びに採用されるほど身近なものだっ
たことが伝わってくる。では実際、彼はどのような童話を語っていたのだろうか。
　
（2）「語ること」と童話の創作の関係
須藤は、自分が子どもたちに向けて語った童話は、その多くが彼らとのやりとりによって生み
出されたと述べている。具体的に、彼は実際に耳にした子どもたちの話しや、目にした行動、子
どもの綴方や詩から着想を得て、それを基に童話を創作した。先に挙げた『一年生・二年生おは
なし十二カ月』に掲載された童話を取り上げながら、その特徴について検討していこう。
まず、『二年生おはなし十二ヶ月』に収録された童話「はなのすけ」は、馬鹿だか利口だか分
128
戦前期における教師の子どもへの「まなざし」の変化について
―須藤克三の「語ること」の教育実践を事例として―
からない少年が主人公の物語である。彼は、10歳にもなるのに、いつも鼻水を二本たらしていた
ので、村の人たちには本名の「友のすけ」ではなく、「はなのすけ」と呼ばれていたのだった。
はなのすけは一人ぼっちだった。というのも、彼はいつも鼻をたらしているので、子どもたちか
らは「汚いからこっちに来るな」と言われ、誰も仲間にいれて遊んでくれなかったのである。そ
れでも彼は、他の子と喧嘩をしたり、彼らの悪口を言ったりすることもなかった。はなのすけは
毎日、海沿いの砂山に登って、一日中飽くことなく空と海を眺めていた。
そんなある日、朝から空がきれいに晴れ渡り、海も鏡のように穏やかだったので、村の男女が
そろって舟に乗り海に出かけたことがあった。だが、ここでもはなのすけは、「馬鹿だからお留
守番だ」と言われ連れて行ってもらえなかった。そこで、いつもどおり砂山に座って、海と空を
眺めていた。すると突然、彼は何を思ったのか、砂山を一目散に駆け出した。そして、「嵐にな
るから、みんな海から上がれ」と嵐の時に鳴らす合図の鐘を打ち鳴らしたのである。皆は驚き、
半信半疑で岸に上がると、そこに本当に大波がやってきた。村の男女は、はなのすけのおかげで
九死に一生を得、それ以来、はなのすけの様子を可笑しがることはなくなったという。
この話は、須藤が教えていた、文字一つ書けない知恵遅れの児童をモデルにしたものである。
その児童は、物語の主人公と同じように、いつも鼻汁を二本たらしていた。それが、ある晴れた
日、彼は誰に言うともなく「あした雨降る」と何度もつぶやいた。実はその翌日、学校では遠足
が予定されていたのである。そして、皆はその言葉を信じなかったが、次の日になると、本当に
大雨となり遠足が中止になったのだった61。実際の出来事と童話とを比べると、舞台が教室から
海沿いの村へと変化しているが、ほぼ事実に基づいて物語が作られたことが分かる。
さらにみていこう。次に挙げるのは、『一年生おはなし十二ヶ月』に収録された童話「なめく
じのおんがえし」である。ある日、偶然通りかかったお父さんつばめが、蛙に襲われそうになっ
ていたなめくじを助けてやった。すると、両親がいないところで子ツバメが蛇に襲われそうに
なった時、今度はなめくじたちが揃って蛇を追い返してくれたという、典型的な恩返しの物語で
ある。この童話は、ある時、電柱に這い上ってくるなめくじを見つけた子どもがつくった詩をふ
くらませて、須藤が物語に仕立てたものだった。つまり、この作品の誕生のきっかけは、子ども
たちの書いた詩なのである。このように、須藤の創作した童話には、綴方などから知れる子ども
の現実の姿や感情が反映されたものが多い。言い換えれば、彼は自分と子どもとの関係性を土台
としながら、子どもたちの生活に身近なテーマを作品世界に盛り込んだのである。
さらに、たとえば、『二年生のおはなし十二ヶ月』の童話「にじのご門」は、須藤が勤務してい
た豊島区や板橋区あたりが舞台となっている。当時、原っぱの多かったその場所で、ある時、子
どもたちが虹を追いかけて行ったまま夕方まで帰らないことがあった。須藤は、母親たちと一緒
に子どもたちを探しに行き、その時の様子が作品に描写されている。童話「母さんのにおい」も
同様である。物語は、子どもを残して満州に行ったまま消息のないＮ子の父親をモデルにしてい
る。そして本文中で、須藤は孤児同様になったＮ子に「泣くな」と呼びかけ励ましの言葉をかけ
たのであった62。ここから読み取れるのは、須藤にとって童話を書くこと、あるいはそれを語るこ
とが、目の前の一人ひとりの子どもに呼びかけ言葉をかける意味をもっていたという点である。
戦後、鈴木は須藤の童話の文体の特徴を、「子どもへの感情移入」がみられ、作中の子どもに
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語りかけることで「書きながら山形のあちこちでふれあった現実の子どもに対してそういってい
た」と説明している63。つまり、彼にとって童話の創作は、子どもたちへ感情移入する一つの方
法だった。そして、そこで生まれた童話を実際に語ることで、現実の子どもたちに喜びを与え、
その心に寄り添おうとしたのである。彼にとって、「子ども」をつかむとは、そのようなことを
意味していた。これは、たとえば綴方を書かせることによって教師が子どもの異文化性を認識
し、一人ひとりの個性を発見するということに止まらないものであるといえよう。すなわちそこ
には、童話を創作し語ることをとおして、子どもと教師がともに変化するという関係性が見て取
れるのである。彼が既存の物語ではなく、子どもとの交流によって童話を創作することを重視し
たのもそのためだった。
以上のように、童話に込めた子どもへの「まなざし」と愛情を、お話の場をつうじて現実の子
どもたちに伝えることで、須藤は子どもとの信頼関係を築いていこうとした。また、「語ること」
の活動は、そうした子どもと教師の相互的な関係性において子どもが想像力をはたらかせ、やが
て大人を乗り越えていく存在として成長発達することを目指したものだった。そしてそれによっ
て「自由」で「公正」な社会へと現実を組み替えていこうとしたところに、この時代の「語るこ
と」の教育実践の役割が見出せる。
　
おわりに
ここまで、須藤克三の戦前の教育活動のうち、「語ること」の活動を中心とした童話による教
育に焦点を当てることで、一人の教師がそこで子どもへのまなざしをどのように変化させていっ
たのか明らかにしてきた。須藤は幼少期、一方で父の影響の下、内面のリアリズムや文学の娯楽
性を追求した近代の文学作品に多くふれる読書経験を積んできた。また他方で、祖母によって伝
統的な昔話の世界にも浸ってきた。このように、共同体を志向する近代以前の世界観と、個人を
志向する近代のそれと、二つのものの見方を同時に経験したところに、彼の家庭環境の特徴が
あった。また、彼にとって子どもの頃に口演童話を聴いたことは、語ることの楽しみを知り、童
話創作の源となる想像力を得るほどの印象的な経験であった。「語ること」の教育には、そうし
た子どもの成長発達の飛躍が、子どもと教育者との相互的な関係性によってなされる点に特徴が
あった。　
ところで冒頭で述べたように、須藤が教員生活を過ごした1920年代は、大戦後の産業資本主義
の発展とともない、都市部を中心に新中間層という新たな社会階層が誕生した時代である。また、
日本においては、この新中間層の形成が、P．アリエスが指摘したような近代における「子ども」
の誕生のきっかけとなった。すなわち、伝統的な共同体の規範が衰退するなか、世俗的な国民国
家が人々を「国民」として再形成していくために、その基礎単位として家族を必要とした。その
家族の紐帯となり愛情の対象としてとらえられたのが「子ども」だった。またそのことは、伝統
的な社会における聖なる価値が、子どもに内在する聖性へとその位置を逆転させたことをも意味
していた。そして、この子どもそれ自体がもつ価値である「童心」の発見が、大正期以降、児童
文化運動や児童中心主義の教育を発展させていったのである。
須藤が教師として成長していく過程は、この浪漫主義的な子ども観の広がりとその行き詰ま
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り、それによる子どもの「生活」の発見という、自由主義教育の深化の方向性に一致していた。
ゆえにそこには、この時代の教師が子どもと接する中でどのような悩みを抱え、自身の実践を深
めていったのか、その実際の姿が示されていたといえる。須藤にとって童話の創作は、未知の存
在である子どもたちへ感情移入する一つの方法だった。そして、そこで生まれた童話を実際に語
り、現実の子どもたちに喜びを与えることで、彼はその心に寄り添おうとした。つまり、須藤は
童話に込めた子どもへの「まなざし」と愛情を、お話の場をつうじて現実の子どもたちに伝える
ことで、彼らとの信頼関係を築いていこうとしたのである。「語ること」の活動は、このような
子どもと教師の相互的な関係性において子どもが想像力をはたらかせ、やがて大人を乗り越えて
いく存在として成長発達することを目指したものだった。そしてそれによって「自由」で「公正」
な社会へと現実を組み替えていこうとしたところに、この時代の「語ること」の教育実践の役割
が見出せる。
なお、戦後の須藤は、主宰する山形童話の会の機関誌『もんぺの子』（1954年４月発刊）の創
刊号において、以下のように宣言している。
「現在の、日本の子どもたちが、どのようなことを、心から喜び、どのようなことを、心
からかなしみ、どのようなことを、心から怒り、何を、どのようにしていつたらよいかを、
正しく考え、正しく判断し、正しく行動するように、大人であるわれわれが、こまかく、注
意ぶかく、周到に、配慮しなければならないと、つねひごろ考えている。そういう願いを、
はたしてくれるものの一つとして、私は、子どもたちの文学や童話が、なければならないと
思つている」64。
このように、戦後の活動においても彼は、具体的な子どもたちの喜怒哀楽を正しく認識し、それ
に寄り添い配慮するための方法として童話による教育を位置づけている。つまり、須藤の教育お
よび児童の文化活動についての考え方は、戦前からほぼその枠組みが一貫していたのである。彼
の戦前の活動が、戦後どのように継承されたのか、今後さらなる考察を進めていくこととしたい。
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